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好投・荒瀬に打線沈黙 
第74回選抜高校野球大会 

４回のチャンス生かせず 

 

第
74

回
選
抜
高
校
野
球
大
会

に
出
場
し
た
愛
工
大
名
電
は
三

月
二
十
八
日
、
雨
で
一
日
順
延

と
な
っ
た
一
回
戦
第
３
日
の
第

一
試
合
で
新
湊
（
富
山
）
と
対

戦
、
好
投
手
・
荒
瀬
に
強
力
打

線
を
封
じ
ら
れ
、
１
対
２
で
敗

れ
初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
＝
３
面
に
写
真
特
集
。 

 

名
電
は
四
回
無
死
、
鈴
木
祥

悟
選
手
が
セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
ン

ス
を
直
撃
す
る
三
塁
打
。
続
く

堂
上
剛
裕
選
手
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー

フ
ラ
イ
に
倒
れ
た
も
の
の
、
難

波
光
太
郎
選
手
の
ラ
イ
ト
犠
牲

フ
ラ
イ
で
先
制
点
を
挙
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
後
続
無
く
こ
の

回
１
点
止
ま
り
で
、
七
、
九
回

の
チ
ャ
ン
ス
も
荒
瀬
に
押
さ
え

込
ま
れ
、
追
加
点
を
挙
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

名
電
４
、
新
湊
５
と
、
安
打

数
は
大
差
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主

砲
・
堂
上
選
手
は
無
安
打
、
池

田
憲
昭
投
手
は
８
四
死
球
と
振

る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

四
回
表
、
難
波
選
手
の
右
義
飛
で
先
制
の
ホ
ー

ム
を
踏
む
鈴
木
祥
選
手
＝
中
日
新
聞
提
供 

 

春
。
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
多
く
の
新

人
が
学
園
に
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
大
学･

大
学

院
、
専
門
学
校
、
高
校
、
中
学
の
新
入
生
総
数
は
二

千
五
百
三
十
三
人
（
う
ち
女
性
は
二
百
八
十
二
人
）

と
な
り
ま
し
た
。
少
子
化
の
影
響
で
、
私
立
学
校
の

入
学
志
願
者
数
は
こ
の
と
こ
ろ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
名
古
屋
電
気
学
園
の
四
設
置
校
の
志
願
者
数

は
い
ず
れ
も
昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
な
お
、
学
園

教
職
員
の
新
規
採
用
は
十
二
人
（
女
性
は
三
人
）
。 

 学園の新人総数（カッコ内は女性） 

大  学    1,562人(123人）     

大 学 院       72人(  9人) 

専門学校     132人( 5人）    写真② 

高    校    694人(133人）    写真③ 

中  学     73人( 12人）    写真④ 

 

学  園     12人(  3人）    写真⑤ 

 

新
入
生
二
千
五
百
三
十
三
人 

 
 
 

志
願
者
は
四
設
置
校
と
も
増
え
る 

 

野依氏が特別講演 
  11月14日にキャッスルで 

記念式典の準備進む 

㊧
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
る 

 

後
藤
理
事
長
＝
専
門
学
校
で 

 

学
園
に
集
う
「
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
」 

 

学
園
は
こ
と
し
、
創
立
90

周

年(

11

月
13

日
が
創
立
記
念
日)

を
迎
え
ま
す
が
、
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
の
野
依
良
治
名
大
教
授
に

よ
る
特
別
講
演
を
中
心
に
、
11

月
14

日
に
記
念
式
典
を
開
く
こ

と
に
な
り
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
名
古
屋
市
西
区
の
ホ
テ

ル
で
式
典
、
講
演
、
祝
賀
会
を

同
時
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

記
念
事
業
と
し
て
、
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
く
計

画
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
講
演

会
以
外
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
「
お
す
す
め
の
企

画
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し

ど
し
学
園
・
企
画
広
報
室
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

写真① 

② 

① 

④ 
⑤ 
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と
っ
さ
の
連
携
プ
レ
ー
奏
功 

 
 
 
 
 
 

＝
＝ 

名
電
高
（
当
時
）
の
高
木
君
ら 

＝
＝ 

 
 
 

追
跡
つ
な
ぎ
ひ
っ
た
く
り
男
捕
え
る 

 
 

 

高
校
生
二
人
と
中
学
生
一
人

の
三
人
が
連
携
し
て
ひ
っ
た
く

り
男
を
逮
捕
―
―
名
電
高
電
子

科
三
年
の
高
木
康
臣
君(

18)

＝

愛
知
学
院
大
商
学
部
へ
進
学
＝

は
二
月
十
三
日
、
他
の
二
人
と

共
に
千
種
警
察
署
で
山
口
啓
三

署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。
千
種
署
の
話
や
新
聞
報

道
を
総
合
す
る
と
…
… 

 

高
木
君
た
ち
は
二
月
三
日
午

後
九
時
前
、
名
古
屋
市
千
種
区

内
山
三
丁
目
の
路
上
で
、
女
性

（
78

）
が
現
金
約
五
万
三
千
円

入
り
の
手
提
げ
バ
ッ
グ
を
男
に

ひ
っ
た
く
ら
れ
る
事
件
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
「
捕
ま
え
て
！
」

の
叫
び
を
聞
き
つ
け
た
田
口
剛

君(

18)

＝
当
時
・
中
京
大
中
京

高
三
年
＝
が
自
転
車
で
追
跡
。

高
木
君
は
携
帯
電
話
で
一
一
〇

番
通
報
し
た
後
、
田
口
君
と
合

流
し
て
男
を
追
跡
し
ま
し
た
。 

 

友
達
を
待
っ
て
い
て
追
跡
劇 

を
目
撃
し
た
横
井
拓
海
君(

15) 

＝
当
時
・
今
池
中
三
年
＝
が
男

に
駆
け
寄
り
、
片
腕
を
つ
か
ん

だ
と
こ
ろ
、
男
は
バ
ッ
グ
を
投

げ
捨
て
腕
を
振
り
払
っ
て
再
び

逃
げ
出
し
ま
し
た
。 

 

追
い
つ
い
た
高
木
君
が
男
の 

後
ろ
に
回
り
込
ん
で
腕
を
つ
か 

み
、
さ
ら
に
田
口
君
が
自
転
車

の
前
輪
で
男
を
つ
つ
い
て
攻

撃
。
「
バ
ッ
グ
を
返
し
た
か
ら

い
い
だ
ろ
う
」
と
抵
抗
す
る
男

に
、
高
木
君
が
「
お
ば
あ
さ
ん

に
謝
れ
」
と
一
喝
し
、
駆
け
つ

け
た
千
種
署
員
が
男
を
窃
盗
の

現
行
犯
で
逮
捕
し
ま
し
た
。 

 

全
く
面
識
の
無
い
三
人
で
し

た
が
、
事
件
を
知
っ
て
即
座
に

左から２人目が高木君＝中日新聞提供 

研究代表者名 研究課題 
研究期間と助成金 

13年度 14年度 15年度 

一柳 勝宏・電気工学科教授 高効率小型風力発電機の開発 200万円   80万円 － 280万円 

稲垣 道夫・応用化学科教授 セラミックスの炭素被覆 300万円 130万円 130万円 560万円 

平野 正典・応用化学科助教授 高効率ジルコニア固体電解質型燃料電池の開発 300万円 140万円 － 440万円 

中原 崇文・機械工学科教授 金属粉などの無公害処理と高付加価値利用に関する研究 200万円   50万円 － 250万円 

助成総額 

 

楊
氏
は
平
成
九
年
四
月
に
本

学
大
学
院
に
入
学
、
論
文
の
タ

イ
ト
ル
は
「
バ
イ
パ
ス
を
も
つ

混
合
品
種
組
立
ラ
イ
ン
の
設
計

と
ラ
イ
ン
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
関

す
る
研
究
」
。
本
部
棟
二
階
会

議
室
で
行
わ
れ
た
授
与
式
後
、

後
藤
学
長
は
「
郷
里
の
台
湾
へ

帰
ら
れ
て
も
、
論
文
作
成
の
苦

労
を
思
い
出
し
、
社
会
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、

楊
氏
の
努
力
を
た
た
え
て
い
ま

し
た
。 

 

平
成
十
三
年
度
の
愛
知
工
業

大
学
大
学
院
博
士
学
位
記
（
工

学
）
が
、
次
の
二
氏
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

◇
寺
本
和
幸
氏(

58)

＝
経
営
情

報
科
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情

報
学
科
助
教
授
、
３
月
23
日
、

写
真
㊤ 

 

大
学
本
部
棟
二
階
会
議
室
で

授
与
式
が
行
わ
れ
、
後
藤
学
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
頭

脳
を
鍛
え
、
記
憶
力
が
後
退
し

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
論
文

の
タ
イ
ト
ル
は
「
消
費
者
行
動

の
数
量
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
モ

デ
ル
に
関
す
る
研
究
」
。 

◇
楊
文
標
氏(

53)
＝
工
学
研
究

科
生
産
・
建
設
工
学
専
攻
、
２

月
19

日
、
写
真
㊦ 

 

「
救
急
車
優
先
走
行 

 

シ
ス
テ
ム
」
を
研
究 

 

 
 

小
池
講
師
に
篠
原
奨
励
金 

プロジェクト研究４件決まる 大学・総合技術研究所の平成13年度プロジェクトが、次の４件に決 

 まりました。初年度の助成は1,000万円で、３年間の総額は1,530万円となります。 

 

「
篠
原
卯
吉
先
生
研
究
奨
励

金
」
の
交
付
式
が
、
四
月
九
日

正
午
か
ら
大
学
本
部
棟
の
学
長

室
で
行
わ
れ
、
工
学
部
土
木
工

学
科
の
小
池
則
満
講
師(

30)

に

後
藤
淳
学
長
が
四
十
万
円
を
贈

り
ま
し
た
。 

 

篠
原
奨
励
金
は
、
学
園
の
理

事
を
務
め
た
故
篠
原
卯
吉
先
生

の
遺
志
に
基
づ
き
、
寄
付
金
と

学
園
拠
出
金
に
よ
る
基
金
の
果

実
を
、
若
手
研
究
者
を
支
援
す

る
た
め
交
付
し
て
い
ま
す
。
小

池
講
師
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
救

急
車
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
評

価
に
関
す
る
研
究
」
で
す
。 

後藤学長㊨と小池講師 

反
応
、
見
事
な
連
携
プ
レ
ー
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ひ
っ
た

く
り
男
は
が
っ
し
り
し
た
体
格

で
し
た
が
、
剣
道
三
段
の
高
木

君
は
「
腕
力
な
ら
勝
て
る
と
思

い
ま
し
た
」
と
逮
捕
の
模
様
を

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。 



の
富
田
選
手
も
区
間
二
位
の
好

走
を
見
せ
、
目
標
の
六
位
を
上

回
る
好
成
績
で
し
た
。 

 

過
去
の
二
回
と
は
距
離
や

コ
ー
ス
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

タ
イ
ム
な
ど
単
純
に
比
較
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
二
回
と
も
七
位

に
甘
ん
じ
て
き
た
だ
け
に
、
有

田
哲
治
監
督
も
「
目
標
タ
イ
ム

に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
結
果

に
は
満
足
し
て
い
ま
す
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

日
中
国
交
正
常
化
三
十
周
年 

記
念
「
日
中
友
好
万
里
の
長
城 

駅
伝
」
（
６
区
＝
４
２
．
１
９ 

５
㌔
）
は
二
月
十
七
日
、
北
京 

市
・
天
安
門
広
場
を
発
着
点
に 

開
か
れ
、
愛
工
大
チ
ー
ム
は
２ 

時
間
11

分
19

秒
を
マ
ー
ク
し
て 

参
加
十
六
チ
ー
ム
中
四
位
に
入 

り
ま
し
た
。 

 
平
成
九
年
、
十
年
に
続
い
て 

今
回
は
三
回
目
の
出
場
。
４
区

の
有
馬
選
手
が
区
間
賞
、
２
区
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１区（10㌔） 桐山 幸祐 30分31秒 

２区（５㌔） 富田 泰弘 15分33秒 

３区（10㌔） 吹田 雅人 32分11秒 

４区（５㌔） 有馬 武彦 15分05秒 

５区（５㌔） 角崎 貴史 15分00秒 

６区（７.195㌔） 両角 明彦 22分59秒 

 初戦敗退とはいえ、名電の

選抜出場は、この春の記念す

べき出来事でした。１月31日

の「出場決定」に始まり、３

月28日の試合当日まで、色々

なことがありました。以下は

「甲子園ドキュメント」。 

目標上回り４位入賞 
 日中友好万里の長城駅伝 
 

 有馬選手は区間賞の走り  

１月31日＝高野連から「出場決

定」の連絡を受ける渡辺校長 

１
月
31

日
＝
倉
野
監
督
を
胴 

上
げ
し
て
喜
ぶ
野
球
部
員
ら 

１
月
31

日
＝
学
園
の
墓
前
に
選

抜
出
場
を
報
告 

３月21日＝「本番でも頑 

張るゾー」。甲子園練習に 

も力が入る 
３月20日＝㊤生

徒会の壮行会㊦

一般の壮行会 

３月28日＝新湊高戦４回表㊤

３塁打を放つ鈴木祥選手㊦堂

上選手は無念のピッチャーフ

ライ（中日新聞提供） 

３月25日＝甲子園

で感動の入場行進 

㊤
３
月
28
日
＝
試
合
後
の
大
阪
見
物
。
普
通
の

高
校
生
に
戻
っ
て
「
ハ
イ
チ
ー
ズ
」 

㊦
３
月
29

日
＝
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
テ
ル
関
係

者
に
お
別
れ
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ 

 
 

 

◇第26回全国高校選抜フェンシング大会(３月

22日～24日・福島県川俣町体育館) 

 【決勝トーナメント】▽１回戦 名電5-2松 

 江工▽準々決勝 名電5-1平安▽準決勝 名 

 電5-2北陸▽決勝 名電2-5法政二 

◇第24回全国選抜高校テニス大会(３月22日～

25日・北九州プリンスホテルテニスセンター) 

 ▽１回戦 名電3-0松江北▽２回戦 名電3-2 
 四日市工▽３回戦 名電0-3名古屋  

◇平成13年度全国高校選抜自転車競技大会(３

月22日～25日・山梨県境川自転車競技場、静

岡県日本サイクルスポーツセンター) 

 ▽１㌔タイムトライアル決勝 ⑮佐野雄希▽ 

 500㍍タイムトライアル決勝 ⑫馬場あさみ 

◇第53回全国高校相撲新人選手権(３月22日～

25日・高知県春野総合運動公園相撲場) 

 【団体決勝トーナメント】▽１回戦 名電3- 
 0岡山理大付▽２回戦 名電1-2明徳義塾 

 【個人】ベスト16 手島進吾  

◇第29回全国高校選抜卓球大会(３月26日～28
日・宮崎県総合体育館) 

 【決勝トーナメント】▽１回戦 名電3-0日 

 大豊山▽２回戦 名電3-0桜丘▽準々決勝 

 名電0-3青森山田   



 
 

科
学
や
技
術
は 

 

豊
か
さ
や
快
適
さ

な
ど
に
図
り
し
れ
な
い
貢
献
を
す
る

一
方
で
、
公
害
や
地
球
環
境
へ
の
影

響
な
ど
新
た
な
歪
み
を
生
み
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
力
が
自
然
と
調
和
し
な

い
事
態
に
も
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問

題
を
乗
り
越

え
、
克
服
す

る
道
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
諸
君
が
こ
れ

か
ら
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
工
学
、
経

営
情
報
科
学
な
の
で
す
。 

 

本
学
建
学
の
精
神
は
「
自
由･

愛･

正
義
」
で
す
。
自
由
は
創
造
の
源
で

あ
り
、
自
由
な
く
し
て
新
た
な
発
展

は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
は
、
相
手
を
思

い
や
る
心
で
す
。
そ
し
て
社
会
が
求

め
る
の
は
、
冷
徹
な
技
術
者
で
は
な

く
、
人
間
性
に
あ
ふ
れ
、
情
熱
と
優

し
さ
を
兼
ね
備
え
た
人
で
す
。
そ
し

て
正
義
は
、
行
動
の
基
本
で
す
。
自

分
の
行
動
が
正
し

い
と
い
う
信
念
が

あ
れ
ば
、
ど
ん
な

困
難
に
も
耐
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。 

 

諸
君
に
、
「
自
ら
求
め
て
学
ぶ
」

意
欲
的
な
姿
勢
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
友
人
と

の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
づ
く
り
を
、

積
極
的
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。 

し
て
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。 

 

中
学
は
こ
と
し
男

女
共
学
に
な
り
、
制

服
も
一
新
さ
れ
た
た

め
、
式
の
雰
囲
気
も

様
変
わ
り
し
ま
し
た
。 

㊤
。
８
歳
上
の
兄
・
孝
司
さ
ん
も
、

工
学
部
経
営
工
学
科
Ｏ
Ｂ
で
す
。 

 

附
属
中
学
か
ら
名
電
高
校
普
通
科

特
進
コ
ー
ス
へ
進
学
し
た
植
田
隆
雅

君
へ
の
交
付
は
、
翌
６
日
の
入
学
式

終
了
後
、
校
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た

＝
写
真
㊦
。 

 

母
親
と
式
に
臨
ん
だ
二
人
に
、
後

藤
淳
理
事
長
が
祝
福
の
言
葉
と
共
に

奨
学
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。 
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四
月
五
日
午
前
十
時
か
ら
、

鉀
徳
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
国

歌
斉
唱
に
続
い
て
後
藤
淳
学
長

が
式
辞
を
述
べ
、
工
学
部
情
報

通
信
工
学
科
の
久
野
誠
君
が
新

入
生
に
編
入
学
、
学
士
入
学
を

加
え
た
千
六
百
五
十
二
人
を
代

表
し
て
宣
誓
し
ま
し
た
＝
写

真
。
式
後
、
新
入
生
た
ち
は
学

科
別
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に

◇
奨
学
生
に
採
用
通
知
書
交
付
＝ 

大
学
の
前
期
日
程
奨
学
生
入
試
を
受

験
し
、
奨
学
生
と
認
め
ら
れ
た
５
人

に
４
月
６
日
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
三
階

会
議
室
で
採
用
通
知
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
奨
学
生
入
試
は
、
平
成
14

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
制

度
。
原
則
的
に
は
四
年
間
、
授
業
料

に
相
当
す
る
額
の
奨
学
金
が
給
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
５
人
は

そ
の
「
一
期
生
」
で
す
。 

 

奨
学
生
と
し
て
認
め

ら
れ
た
の
は
、
写
真
の

右
上
か
ら
順
番
に
工
学

部
の
機
械
工
学
科
・
斉

藤
裕
介
君
、
土
木
工
学

科
・
石
川
智
也
君
、
建
築
学
科
・
野

上
裕
司
君
、
経
営
情
報
科
学
部
の
経

営
情
報
学
科
・
家
田
祐
作
君
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
学
科
・
竹
谷
侑
花

さ
ん
で
す
。 

 

交
付
式
で
は
、
後
藤
淳
学
長
が
一

人
ひ
と
り
に
証
書
を
手
渡
し
た
後

「
奨
学
生
に
選
ば
れ
た
と
い
う
自
信

を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
、
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

◇
大
矢
奨
学
金
を
交
付
＝
名
電
高
校

普
通
科
か
ら
愛
工
大
工
学
部
電
気
工

学
科
へ
進
ん
だ
佐
藤
純
也
君
へ
の
交

付
式
は
、
４
月
５
日
正
午
か
ら
大
学

事
務
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
入
り
、
授

業
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
大
学

生
を
「
実
感
」
し
ま
し
た
。 

 

九
日
午
前
十
時
か
ら
、
四
階

の
４
０
２
号
教
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
新
任
の
白
岩
義
夫
校
長

の
式
辞
、
後
藤
淳
理
事
長
の
告

辞
に
続
き
、
来
賓
の
豊
田
市
長

（
代
読
）
の
祝
辞
が
あ
り
、
百

三
十
二
人
を
代
表
し
て
高
度
情

報
学
科
の
松
井
勇
志
君
＝
写
真

＝
が
「
新
入
生
誓
い
の
言
葉
」

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

後
、
担
任
の
紹
介
な
ど
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

六
日
午
前
九
時
か
ら
、
喬
徳

館
に
多
数
の
保
護
者
も
参
加
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。
渡
辺
彪
校

長
の
式
辞
、
後
藤
淳
理
事
長
の

告
辞
に
続
き
、
植
田
隆
雅
君
＝

写
真
＝
が
六
百
九
十
四
人
を
代

表
し
て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。 

 
六
日
午
前
十
時
か
ら
、
愛
名

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
渡
辺
彪

校
長
の
式
辞
、
後
藤
淳
理
事
長

の
告
辞
、
三
年
生
の
歓
迎
の
言

葉
に
続
き
、
伊
藤
夢
希
子
さ
ん

＝
写
真
＝
が
七
十
三
人
を
代
表

自
ら
求
め
て
学
ぶ
姿
勢
を 



 

就
職
事
情
反
映
し
盛
況 

 
 

学
生
支
援
の
２
企
業
展
開
く 

 
 

 

大
学
と
愛
名
会
共
催
の
平
成

14
年
度
学
内
企
業
研
究
会
が
二

月
二
十
一
、
二
十
二
日
に
鉀
徳

館
で
開
か
れ
＝
写
真
㊨
＝
、
延

べ
千
七
百
八
十
四
人
の
学
生
が

出
展
百
四
十
七
社
に
つ
い
て
熱

心
に
研
究
し
ま
し
た
。
例
年
、

四
月
に
開
催
し
て
い
た
研
究
会

で
す
が
、
学
生
の
支
援
体
制
強

化
の
た
め
約
二
カ
月
前
倒
し
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
三
月
十
八
日
か
ら
二
十

日

ま
で
、
Ａ

Ｉ

Ｔ
プ
ラ
ザ
で
初

の
学
内
企
業
展

が
開
か
れ
ま
し

た
＝
写
真
㊧
。

九
十
七
社
が
出

展
し
、
延
べ
約

千
人
の
学
生
が

企
業
情
報
の
収

集
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
。 
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３
月
19

日
午
前
10

時･

四
階

４
０
２
号
室 

 

伊
与
田
純
治
さ
ん(

62)

＝
写

真
＝
を
は
じ
め
女
性
五
人
を
含

む
六
十
六
人
を
代
表
し
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
学
科
の
首
藤
暁
子

さ
ん
に
吉
田
昭
二
校
長
（
三
月

末
で
退
職
）
が
卒
業
証
書
が
手

渡
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
校
長

式
辞
、
後
藤
淳
学
園
理
事
長
の

告
辞
、
来
賓
の
式
辞
な
ど
が
あ

り
、
学

校

表

彰
や
外
部
団

体
表
彰
な
ど

に
続
い
て
情

 

３
月
23

日
午
前
10
時･

鉀
徳
館 

 

学
部
卒
業
生
千
四
百
四
十
六

人
を
代
表
し
て
工
学
部
情
報
通

信
工
学
科
の
沙
魚
川
洋
平
君
、

七
十
九
人
の
大
学
院
修
了
者
を

代
表
し
て
材
料
化
学
専
攻
の
和

泉
一
博
君
に
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業

証
書
と
学
位
記
が
後
藤
淳
学
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

学
長
の
告
辞
に
続
き
名
古
屋

電
気
学
園
賞
、
大
学
同
窓
会
・

瑞
若
賞
、
大
学
後
援
会
賞
が
授

与
さ
れ
、
最
後
に
工
学
部
経
営

工
学
科
の
白
田
雅
幸
君
が
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

報
工
学
科
・
鈴
木
宏
和
君
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

伊
与
田
さ
ん
は
刈
谷
市
役
所

を
定
年
退
職
後
、
生
涯
学
習
と

し
て
情
報
の
発
信
者
に
な
ろ
う

と
、
情
報
工
学
科
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
専
攻
し
ま
し
た
。
お

孫
さ
ん
が
四
人
も
い
る
伊
与
田

さ
ん
で
す
が
、
「
若
者
と
一
緒

に
勉
強
出
来
、
本
当
に
楽
し
い

二
年
間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

積
極
的
に
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン

を
楽
し
み
、
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
」
そ
う
で
す
。 

 
 

３
月
１
日
午
前
９
時･

喬
徳
館 

 

六
百
六
十
四
人
を
代
表
し
、

渡
辺
彪
校
長
か
ら
普
通
科
・
植

谷
あ
す
か
さ
ん
に
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
た
後
、
校
長
式
辞
、

後
藤
淳
理
事
長
告
辞
、
来
賓
祝

 

３
月
18

日
午
前
10
時･

愛
名
館 

 

川
本
文
彦
校
長
（
三
月
末
で

退
職
）
か
ら
、
六
十
四
人
を
代

表
し
て
伊
藤
彰
仁
君
に
卒
業
証

書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
校
長
式

辞
、
後
藤
淳
理
事
長
の
告
辞
に

続
い
て
成
績
優
良
賞
な
ど
各
種

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
在

校
生
代
表
・
青
木
豊
君
の
送
辞

に
対
し
、
伊
藤
彰
仁
君
が
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。 

 入学志願状況 就職状況 

H14年度  H13年度  
H13年度 H12年度 

希望者 内定者 内定率％ 希望者 内定者 内定率％ 

大  学 9,285(559) 9,028(662) 1,277(146) 1,182(124) 93.5(84.9) 1,243(127) 1,122(111) 90.6(87.4) 

専門学校 148(5) 92(1) 55(5) 50(5) 90.9(100) 71(4) 63(4) 94.4(100) 

高  校 4,147(834) 3,340(534) 63(4) 60(4) 95.2(100) 104(7) 100(7) 96.2(100) 

中  学 317(53) 217(0)  

大 学 院 90(9) 81(4) 75(10) 74(10) 98.7(100) 48(5) 45(4) 93.8(80.0) 

辞
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
学
業
成
績
優
良
賞
、

ク
ラ
ブ
功
労
賞
な
ど
の
学
校
表

彰
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
賞
、
同
窓
会

長
賞
、
外
部
団
体
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
、
普
通
科
三
年
・
山
崎

貴
之
君
の
送
辞
に
対
し
、
普
通

科
・
大
山
元
気
君
が
答
辞
を
述

べ
ま
し
た
。 

 

平
成
14
年
度
の
入
学
志
願
者

数
と
13
年
度
の
就
職
状
況
が
、

ほ
ぼ
ま
と
ま
り
ま
し
た(

カ
ッ

コ
内
は
女
性
の
内
数)

。 

 

◇
入
学
志
願
者
数
＝
少
子
化

傾
向
を
受
け
、
各
設
置
校
と
も

減
少
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
終
結
果
は
下
表
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
、
大
学
は
こ

と
し
か
ら
「
フ
レ
ッ
ク
ス
制
」

を
導
入
、
フ
レ
ッ
ク
ス
履
修
と

イ
ブ
ニ
ン
グ
履
修
体
制
と
な
っ

た
た
め
、
単
純
に
こ
れ
ま
で
の

昼
間
主
・
夜
間
主
体
制
と
比
較

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
表

の
数
字
は
、
こ
と
し
は
フ
レ
ッ

ク
ス
履
修
、
昨
年
は
昼
間
主
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
表
に

は
掲
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

前
期
日
程
、
中
期
日
程
な
ど
の

試
験
種
別
の
う
ち
、
セ
ン
タ
ー

試
験
を
利
用
す
る
志
願
者
だ
け

減
少
し
ま
し
た
。 

 

◇
就
職
状
況
＝
学
生
・
生
徒

に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
大
学
・
大
学
院
は

三
月
は
じ
め
の
資
料
で
、
最
終

的
に
は
一
〇
〇
％
近
い
就
職
率

と
な
り
ま
す
。
学
科
別
で
は
、

不
況
の
影
響
を
受
け
た
の
か
建

築
系
が
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
専
門
学
校
、
高
校
と
も

善
戦
し
て
い
ま
す
が
、
高
校
は

大
学
・
専
門
学
校
へ
の
進
学
者

が
増
え
て
い
る
た
め
、
初
め
て

就
職
希
望
者
が
百
人
を
割
り
込

み
ま
し
た
。 



人
が
大
学
教
授
の
授
業
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

◇
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
開
講
＝
二
輪

車
通
学
者
の
事
故
防
止
を
目
的
に
、

２
回
目
の
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
が
４

月
13

日
、
大
学
・
警
備
室
横
の
駐

車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。
飛

び
入
り
の
女
性
２
人
を
含
む
34

人

が
参
加
、
10

号
館
で

名
古
屋
・
名
東
署
員

に
よ
る
交
通
安
全
講

習
を
受
け
た
後
、
マ

イ
バ
イ
ク
で
バ
ラ
ン

ス
走
行
や
ス
ラ
ロ
ー

ム
な
ど
の
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
受

講
者
に
、
二
輪
車
駐
輪
場
の
パ
ス

カ
ー
ド
が
無
料
交
付
（
通
常
は
申
請

手
数
料
五
百
五
十
円
）
さ
れ
た
た

め
、
全
員
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し

た
。 

◇
大
学
で
高
校
生
対
象
の
土
曜
講

義
＝
新
学
期
か
ら
始
ま
っ
た
学
校

の
週
５
日
授
業
体
制
で
、
受
験
を

控
え
た
高
校
生
に
土
曜
日
を
有
効

に
活
用
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
愛
知
工
業
大
学
を
よ
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
土
曜

公
開
模
擬
講
義
」
が
４
月
20

日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
＝
写
真
。

１
回
目
は
、
工
学
部
電
気
工
学

科
・
落
合
鎮
康
教
授
の
「
光
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
開
発

を
目
指
し
て
」
。

名
電
高
校
か
ら
理

工
コ
ー
ス
の
３
年

生
を
中
心
に
66

人
、
一
般
高
校
か

ら
の
希
望
者
11

平成14年４月30日（６）   学 園 だ よ り 第110号 

【組織変更・人事】 
  組織変更 

   （学  園）①理事長直轄の総合企画本部を設ける②総合企画室を企画広報室と改称し、企画・広報課は廃止する。 

         総合企画本部の下に企画広報室とホームページ編集室を置く。ホームページ編集室は、学園と各設置 

         校の担当者で構成する。 

   （大  学）①学長室を設け、室長と学長補佐を置く②総合技術研究所に副所長、入試部と教学部に副部長を置く③ 

         将来計画推進室を大学企画推進室と改称する。 

 

 

 

  主な人事（４月１日付・退職と兼務解除は３月31日付＝カッコ内は前職） 
  【任命】 

   ◆教員資格 

   （大  学）工学部電気工学科特任教授（教授）                                 鷲見  哲雄 

         基礎教育センター自然科学教室特任教授（教授）                         永谷   彬  

   ◆役職  

   （大  学）ＡＩＴプラザ館長（大学院工学研究科長）             工学部応用化学科教授兼副学長・稲垣  愼二 

         副学長兼大学院工学研究科長（工学部電気工学科学科長）          工学部電気工学科教授・澤   五郎 

         学長室長兼総合企画本部長兼企画広報室長兼大学企画推進室副室長（総合企画室長兼将来計画推進室副室長） 

                               工学部電気工学科教授兼エクステンションセンター長・後藤  泰之 

          学監                                       工学部電気工学科特任教授・鷲見  哲雄      

                学長補佐（工学部応用化学科学科長）                            工学部応用化学科教授・酒井  忠雄 

              学長補佐（就職部長）                                 経営情報科学部経営情報学科教授・鈴木  達夫      

            学長補佐                                       工学部電気工学科教授兼入試部長・小嶋  憲三       

            学長補佐兼大学企画推進室長（将来計画推進室長）                     工学部電気工学科教授・大橋  朝夫 

             就職部長（工学部機械工学科学科長）                               工学部機械工学科教授・岩永  弘之 

            学科長・工学部電気工学科                                            教授・依田  正之 

                  工学部電子工学科                                             教授・堀田  厚生  

                  工学部応用化学科                                             教授・中島   剛 

                 工学部機械工学科                                教授・林   二一  

                 工学部経営工学科                                教授・小田  哲久  

                 工学部土木工学科                                教授・正木  和明 

                 工学部建築学科                                 教授・山田  和夫 

                工学部建築工学科                                教授・曽田  忠宏 

                 工学部情報通信工学科                              教授・森   正和  

                経営情報科学部経営情報学科                           教授・安井  一民       

                経営情報科学部マーケティング情報学科                      教授・小田  哲久 

            教室長・基礎教育センター自然科学教室                          教授・橋本  有司  

               基礎教育センター総合教育教室（留任）                      教授・森    豪 

          入試部副部長                    経営情報科学部マーケティング情報学科教授・石垣  尚男 

                  教学部副部長                        基礎教育センター自然科学教室教授・樋口   功   

 
◇
愛
名
会
総
会
と
講
演
会
の
お

知
ら
せ
＝
学
校
法
人
名
古
屋
電
気

学
園
愛
名
会
の
平
成
14

年
度
総
会

は
、
５
月
13

日
午
後
４
時
か
ら
名

古
屋
市
中
区
の
名
古
屋
国
際
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
ま
す
。
総
会
に
続
い

て
午
後
５
時
か
ら
、
小
出
宣
昭
・

中
日
新
聞
取
締
役
編
集
局
長
の

「
記
者
の
目
か
ら
見
た
日
本
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
す
。 

 

◇
高
校
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
＝

名
電
高
校
・
瑞
若
体
育
セ
ン
タ
ー

の
室
内
温
水
プ
ー
ル(

25

㍍
、
７

コ
ー
ス)

と
付
帯
設
備
を
使
っ
た
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
５
月
８
日
、

高
校
の
施
設
開
放
事
業
の
一
貫
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
受
講
の

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
ク

ラ
ブ
の
運
営
を
担
当
す
る
委
託
会

社
「
マ
イ･

エ
ス･

ス
イ
ミ
ン
グ
名

電
」
＝
電
話0

5
2
(
7
1
1
)
9
9
1
0

＝
へ

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◇
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
番
組
提
供
＝

４
月
６
日
か
ら
、Z

I
P
･
F
M

で
「AIT

 

p
r
e
s
e
n
t
s
 
Z
I
P
 

M
U
S
I
C
 
D
R
E
A
M

」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
毎
週
土
曜

日
午
後
10

時
45

分
か
ら
の
45

分
番

組
で
、
と
り
あ
え
ず
10

月
ま
で
放

送
の
予
定
で
す
。
人
気
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
デ
イ
ル

が
進
行
役
を
務
め
る
中
・
高
校
生

対
象
の
番
組
で
す
が
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
聞
い
て
く
だ
さ
い
。 



（７）平成14年４月30日          学 園 だ よ り 第110号 

                総合技術研究所副所長                          工学部応用化学科教授・稲垣  道夫   

  （専門学校）校長兼務                         大学経営情報科学部経営情報学科教授・白岩  義夫 

   （中  学）校長兼務                                      高校校長・渡辺   彪 

 【新規採用】 

  （学  園）総合企画本部企画広報室次長・梅木健三▽システム管理室次長・各務謙三▽システム管理室事務職員・谷口恵理子▽総 

        務部総務課事務職員・出口拓也▽財務部経理課事務職員・竹中雅哉▽財務部会計課事務職員・落合里沙 

  （大  学）工学部電気工学科教授・村瀬洋▽工学部情報通信工学科教授・椎野努▽工学部電気工学科助手・道木加絵▽教学部教務 

        課事務主任・兼子聡▽計算センター事務部事務職員・坂野慎介  

  （高  校）教諭・岡田裕  

 【新規委嘱】 

  （学  園）顧問 大学基礎教育センター自然科学教室特任教授・鵜飼正和 

    （大  学）客員教授兼顧問（特任教授・学監）伊澤康司▽客員教授 沢木泰彦、柘植新、服部金彌、戸田暢茂▽受託客員教授・長瀧 

        重義▽連携客員教授 田澤真人、馬渕守▽連携客員助教授・加藤且也▽事務局営繕課嘱託職員・葛谷新一郎      

  （高  校）嘱託講師・今枝一郎＝３月11日付▽嘱託講師・杉田輝彰▽嘱託講師（非常勤講師）宮口典久▽嘱託講師・鳥山竜一▽嘱 

                  託技術職員・服部國治 

 【昇格・兼務・兼務解除など】  

  （学  園）総合企画本部企画広報室課長､解く大学エクステンションセンター兼務(総合企画室企画･広報課課長補佐) 山田  行政 

         総務部総務課係長､解く秘書室兼務(総務課事務主任）                             宮島 宝七子 

  （大  学）工学部電子工学科教授（助教授）                                       飯吉   僚 

        工学部建築学科教授（助教授）                                       小池  幸男 

        工学部建築学科教授（助教授）                                       杉野   丞 

        基礎教育センター総合教育教室教授（助教授）                                 安藤  光史 

        工学部情報通信工学科助教授（講師）                                    中村  栄治 

        経営情報科学部経営情報学科助教授（講師）                                 水野  勝教 

        基礎教育センター自然科学教室助教授（講師）                                村中   正 

        工学部電子工学科講師（助手）                                       平松  誠治 

        工学部土木工学科講師（助手）                                       小池  則満 

        工学部情報通信工学科講師（助手）                                     小西 たつ美 

        基礎教育センター自然科学教室講師（助手）                                 中村   豪 

        事務局警備課長（警備課課長補佐）                                     牛山  吉平  

             入試部入試広報課長兼総合企画本部企画広報室課長(入試部入試広報課課長補佐兼総合企画室企画・広報課課長補佐） 

                                                              宇田  秀樹 

        事務局総務課課長補佐兼大学企画推進室課長補佐､解く学園総務課兼務(事務局総務課係長)       井沢  清人 

        教学部学生課係長（学生課事務主任）                                    奥田  好弘  

   （専門学校）教授（助教授）                                              山田  一敏 

        事務部課長補佐（大学工学部土木工学科事務室係長）                             池山 久美子 

 【職名変更】  

  （学  園）総合企画本部企画広報室次長（総合企画室参事）                               柳田   充 

  （大  学）入試部参事（入試部次長）                                         林   博明 

 【異動・兼務など】 

  （学  園）システム管理室事務職員（専門学校特任教授）                           半村  久雄 

        総務部総務課事務主任（財務部会計課事務主任）                               水谷  亮介 

        総務部総務課事務職員（大学事務局総務課事務職員）                             藤田   静 

        秘書室事務職員兼務                                 総務部総務課事務職員・柴田  弓夏 

        財務部経理課事務職員（財務部会計課事務職員）                               出川  可奈 

         財務部予算課事務職員（財務部経理課事務職員兼予算課事務職員）                              大谷 美也子 

        管理部用度課事務職員兼大学事務局営繕課(大学事務局営繕課事務職員)                            前田   賢   

  （大  学）入試部次長兼総合企画本部企画広報室副室長（学園総合企画室副室長兼入試部次長）          石川  貴之 

        エクステンションセンター事務部課長（入試部入試広報課長）                                宇都宮 貞文 

        工学部土木工学科事務室係長（基礎教育センター事務部係長）                                柏本 智恵美 

        耐震実験センター事務部嘱託職員（教学部教務課嘱託職員）                                 桶   幸枝   

 【退職】 

  ◆定年退職 

    【大学】工学部電気工学科教授兼副学長兼ＡＩＴプラザ館長・鷲 

    見哲雄▽工学部応用化学科教授・岡本弘▽工学部建築学科教授・ 

    岡野清▽工学部建築学科教授・小野木重勝▽基礎教育センター自 

    然科学教室教授・永谷彬▽経営情報科学部経営情報学科助教授・ 

    早川巌▽事務局警備課長・青山桂一【高校】教諭・池田政治▽教 

    諭・後藤昌司▽教諭・芝仁繁▽教諭・永井徹▽教諭・藤井満【中 

    学】校長・川本文彦 

  ◆普通退職  

    【大学】基礎教育センター総合教育教室助教授・坂本季詩雄【専 

    門学校】大学工学部電子工学科客員教授兼校長・吉田昭二【高校】 

    教諭・中村豪▽教諭・篠邉孝雄 

  ◆任期満了 

    【大学】工学部電子工学科特任教授・林憲一▽工学部応用化学科 

    特任教授・伊澤康司【専門学校】特任教授・林千勝▽特任教授・ 

    半村久雄 

  ◆委嘱終了 

    【学園】理事長付・水野清一【大学】客員教授 村上雄一、笛野高之、加藤悦朗▽工学部機械工学科嘱託技術職員・水野博臣 

    【高校】主事・松本章二▽嘱託技術職員・今枝保久【中学】学監・蛭川明信 
 

学園幹部と記念写真に収まる定年退職者 



ジ
ュ
ニ
ア
・

カ
デ
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
選
手

権
に
出
場
、

昨
年
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
・
グ

ダ
ニ
ス
ク
大

会
に
続
い
て

２
回
目
の
海

外
遠
征
と
な
り
ま

し
た
。 

 

冨
田
選
手
は
予

選
プ
ー
ル
を
６
戦
全
勝
、
一
回

戦
シ
ー
ド
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
み
ま
し
た
が
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
選
手
に
８
―

15

で
敗
れ
て

34
位
。
し
か
し
、
団
体
で
日
本

チ
ー
ム
は
６
位
に
入
り
ま
し

た
。
林
選
手
は
２
勝
４
敗
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
み
ま
し

た
が
、
直
前
の
選
抜
福
島
大
会

で
の
フ
ル
ー
レ
出
場
が
勘
を
狂

わ
せ
た
の
か
、
一
回
戦
で
敗
退

し
ま
し
た
。
二
人
は
７
月
に
タ

イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
る
ア

ジ
ア
ユ
ー
ス
・
カ
デ
選
手
権
に

出
場
し
ま
す
。 

平成14年４月30日（８） 学 園 だ よ り 第110号 

ボクらの舞台は 

地球です! 
 

◇
プ
ロ
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー

ト
・
山
本
淳
一
選
手(

28)

＝
96

年
大
学
工
学
部
電
子
工
学
科
卒 

 

鉄
人
レ
ー
ス
と
い
わ
れ
る
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
水
泳
１
・

５
㌔
、
自
転
車
40
㌔
、
ロ
ー
ド

10
㌔
で
競
う
体
力
勝
負
の
競
技

で
す
。
中
学
時
代
は
競
泳
で
活

躍
、
高
校
時
代
に
は
３
千
㍍
障

害
で
愛
知
県
６
位
の
実
績
を
持

つ
山
本
選
手
は
、
自
転
車
通
学

で
「
脚
力
」
に
自
信
を
つ
け
ま

し
た
。
大
学
２
年
の
時
に
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
と
出
会
い
、
「
自

己
ベ
ス
ト
を
出
せ
ば
１
位
に
な

れ
る
」
と
こ
の
世
界
に
飛
び
込

み
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
甘
く
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
練
習
に
次
ぐ

練
習
で
力
を
伸
ば
し
、
４
年
の

イ
ン
カ
レ
で
は
準
優
勝
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
プ
ロ
入
り
を

決
意
し
ま
し
た
。 

 

膝
の
故
障
で
シ
ド
ニ
ー
五
輪

代
表
の
座
を
逃
し
、
一
度
は
引

㊨
力
い
っ
ぱ
い
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ

㊦
沿
道
の
声
援
が
う
れ
し
い

ロ
ー
ド
＝
と
も
に
ブ
ラ
ジ
ル
・

サ
ン
ト
ス
で 

HP:http//www.sancreation.co.jp/jun1.htm 

 

学
園
出
身
で
、
世
界
を
舞
台
に

活
躍
し
て
い
る
の
は
、
あ
の
イ
チ

ロ
ー
選
手
一
人
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
プ
ロ
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー

ト
で
、
昨
年
の
日
本
ラ
ン
ク
一
位

と
い
う
鉄
人
が
い
ま
す
。
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
で
も
、
大
学(

ジ
ュ
ニ
ア

＝
20

歳
以
下)

と
高
校(

カ
デ
＝
17

歳
以
下)

の
日
本
代
表
が
、
世
界

を
視
野
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

退
ま
で
考
え
た
山
本
選
手
で
す

が
、
昨
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

蒲
郡
大
会
で
日
本
人
ト
ッ
プ
の

16

位
、
に
っ
ぽ
ん
音
吉
大
会
、

日
本
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
で
優

勝
す
る
な
ど
日
本
１
位
、
世
界

50

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
と
し
の
海
外
遠
征
は
１
月

の
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
ト
ス
大
会

で
ス
タ
ー
ト
、
４
月
は
フ
ロ
リ

ダ
州
セ
ン
ト
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
大

会
（
27
日
）
出
場
の
た
め
ア
メ

リ
カ
へ
。
04
年
の
ア
テ
ネ
五
輪

出
場
を
目
指
し
、
鉄
人
・
山
本

の
激
し
い
練
習
と
海
外
で
の
戦

い
は
続
き
ま
す
。 

㊤コーチを相手に最後の練習をする

林選手㊦㊨世界大会の会場となった

ホテル・リムラ㊦㊧冨田選手 

 

◇
フ
ェ
ン
シ
ン
グ(

ジ
ュ
ニ

ア)

日
本
代
表
・
冨
田
弘
樹
選

手(

18)

＝
大
学
経
営
情
報
科
学

部
経
営
情
報
学
科
１
年 

 

◇
フ
ェ
ン
シ
ン
グ(

カ
デ)

日

本
代
表
・
林
良
紀
選
手(

17)

＝

名
電
高
校
普
通
科
３
年 

 

こ
と
し
１
月
の
選
考
会
で
冨

田
選
手
は
フ
ル
ー
レ
、
林
選
手

は
サ
ー
ブ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
３
位

に
入
賞
、
日
本
代
表
と
な
り
ま

し
た
。
二
人
は
４
月
１
日
か
ら

８
日
ま
で
、
ト
ル
コ
・
ア
ン
タ

リ
ア
市
で
開
か
れ
た
02
年
世
界

 

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
を
迎
え
た

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
木
々
の
緑
と

と
も
に
明
る
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
が
活
発
に
動
き
出

す
、
春
特
有
の
現
象
と
い
え
ま

す
▼
さ
わ
や
か
な
中
に
、
若
者

た
ち
の
表
情
に
は
緊
張
感
が

漂
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
世
界

と
新
し
い
環
境
。
昔
の
自
分
と

重
ね
合
わ
せ
て
も
、
胸
が
高
鳴

る
の
は
よ
く
分
か
り
ま
す
▼
勉

強
の
方
法
が
あ
る
程
度
分
か

り
、
友
達
が
出
来
る
と
、
緊
張

感
は
薄
ら
ぎ
ま
す
。
慣
れ
は
不

安
を
隠
し
、
逆
に
自
信
さ
え
植

え
付
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
▼

し
か
し
、
こ
の
中
途
半
端
な
自

信
が
く
せ
者
で
す
。
自
分
の
こ

と
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
く
て

も
、
自
信
は
人
を
怠
惰
に
し
ま

す
▼
大
学
入
学
式
の
学
長
式
辞

に
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
自
ら
求

め
て
学
ぶ
」
姿
勢
を
持
ち
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
ぶ

こ
と
は
、
緊
張
感
に
つ
な
が
る

か
ら
で
す
▼
学
園
は
こ
と
し
、

創
立
90

周
年
を
迎
え
ま
す
。
単

な
る
通
過
点
と
と
ら
え
る
の

か
、
過
去
を
振
り
返
り
未
来
を

見
据
え
る
節
目
と
と
ら
え
る
の

か
▼
誰
が
見
て
も
よ
い
学
園
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
、
知
恵
を

絞
り
、
努
力
を
重
ね
て
行
か
ね

ば
と
痛
感
し
て
い
ま
す
（
柳
） 




